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P２～４　活力あるまちづくりに向けて
P５　　　町を元気にする人
P６～７　まちの出来事
P８　　　平成２３年度情報公開制度
P９　　　ワンポイント

▼

お
年
寄
り
の
元
気
は

ま
ち
の
活
力
！

写真：介護予防ボランティア
ほっとサロンの様子
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連載企画

町の仕事あれこれ
その１　企画財政課

広報４月号で各課主要事業についてお伝えしましたが、今回から広報紙の連載
企画として、町民の皆さんに知ってほしい各課の町づくり事業についてお伝えし
ます。

その第１段として、広報所管課である企画財政課の各種支援事業・定住化促進
策についてお伝えします。

企画財政課の各種支援事業は大きく分けて３つ。
「ボランティア支援」、「魅力ある地域づくり推進事業」、「コミュニティ助成事

業の活用」です。
制度は知ってもらい、利用してもらうことで初めて効果を発揮します。
今後のコミュニティ活動、地域活動において様々な制度を活用していただき、

より効果的なまちづくり活動につながっていく事が期待されます。

また、今年度広報の新しい取組として町広報係 twitter を開設しています。
twitter を活用し、リアルタイムな情報の発信と多くの人に御宿町を知ってもら
う事を目的に開設しました。

この他企画財政課では、地域の魅力・活力の向上と町内外への情報発信を行い、
定住化促進に繋がる事業を推進します。

～地域の活力向上に向けて～
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町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

策
と
し
て
、
町
が
指
定
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
団
体
又
は
個
人

に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
時
間

に
対
し
て
30
ポ
イ
ン
ト
の
ら
く
だ
カ
ー

ド
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ

の
支
援
事
業
に
は
、
多
く
の
登
録
が
あ

り
、
23
年
度
中
に
は
約
５
万
ポ
イ
ン
ト

の
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
活
動
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ら
く
だ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
を
き
っ
か

け
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・

関
心
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
も
ら
う
事
、
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
に

よ
り
地
域
の
経
済
活
動
も
盛
ん
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
活
力
と

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

た
め
、
地
域
づ
く
り
運
動
の
推
進
を
目

的
と
す
る
町
内
の
団
体
へ
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
補
助
金
を
よ
り
使
い
や

す
く
、
よ
り
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
23
年
度
か
ら
、
年
間
２
事
業
を
限

度
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
、
補
助
率
は
事
業
費
の
２
分
の
１
以

内
、
１
０
０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
運

用
し
て
い
ま
す
。

23
年
度
中
に
は
補
助
申
請
の
あ
っ
た
、

御
宿
台
区
の
『
町
内
の
絆
を
築
い
て
い
き

た
い
』
と
開
催
さ
れ
た
「
秋
の
収
穫
祭
」

へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
方

が
訪
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
祭
り
と
な
り
ま

し
た
。

町
で
は
、
地
域
主
導
に
よ
る
賑
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
町
主
体
か
ら
地

域
主
体
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
等
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
繋
が

り
や
活
力
を
創
造
す
る
場
や
機
会
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
こ
の
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
市
町
村
か
ら
の
要
望
を
県
が
取
り

ま
と
め
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
申
請
を

行
い
ま
す
。
助
成
は
全
国
に
ま
た
が
る
も

の
で
、
県
内
で
は
毎
年
数
件
の
助
成
と
な

り
ま
す
。

町
で
の
最
近
の
実
績
は
、
21
年
度
に
岩

和
田
区
の
催
事
用
テ
ン
ト
等
、
23
年
度
に

は
須
賀
区
神
輿
の
改
修
、
24
年
度
は
御
宿

台
区
の
催
事
用
テ
ン
ト
等
の
助
成
決
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
事
業

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
活
用

（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
と
は
、
全
国
自
治
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
行
う

助
成
事
業
で
、
宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
財

源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
今
後
も
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
、
県
や
国
等
の
助
成
制
度
を
有
効
に
活

用
し
、
地
域
の
交
流
促
進
な
ど
地
域
住
民

の
絆
を
深
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
を
推
進
し
ま
す
。

▲町の登録ボランティア第１号
である桜ＷＧ、地道な活動が
実を結び、今年は開花しました。

▲賑わいを見せた御宿台区「秋の収穫祭」

▲一新された神輿が地域住民の絆を深
めるコミュニティ活動の充実につな
がっていくものと期待されます。
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町
で
は
、
人
口
増
加
策
の
一
環
と
し

て
定
住
化
の
促
進
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
中
に
は
、
町
内
に
住
所

は
無
い
が
家
屋
等
を
所
有
す
る
方
を
対

象
に
「
定
住
化
促
進
に
向
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
町
外
に
お
住

ま
い
の
方
か
ら
の
視
点
で
、
町
の
課
題

を
精
査
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
都
内
に
在
住
し
御
宿
町
に
興

味
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
御
宿
町
定
住

化
促
進
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。 定

住
化
促
進
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

▲好評を頂いた収穫祭への参加と地域住民とのコミュニケーション

当
日
は
30
名
程
の
参
加
が
あ
り
、
町

内
の
海
と
山
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
頂

き
ま
し
た
。

な
か
で
も
中
山
間
地
域
総
合
整
備
実

行
委
員
会
の
協
力
を
得
て
行
っ
た　

『
イ
モ
掘
り
体
験
』
や
『
収
穫
祭
』
へ

の
参
加
が
好
評
で
、
参
加
者
の
方
か

ら
「
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
て
良
か
っ
た
。」「
も
っ
と
地

域
の
方
と
触
れ
合
う
時
間
が
多
い
と
良

い
。」
等
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

タ
イ
ム
な
情
報
の
発
信
と
と
も

に
、
御
宿
町
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
に
は
定

住
化
促
進
に
向
け
た
情
報
の
発

信
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

【
御
宿
町
広
報
係

ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
】

Ｋ
ｏ
ｈ
ｏ
Ｏ
ｎ
ｊ
ｕ
ｋ
ｕ

24
年
度
新
た
な
取
り
組
み

▲参加者の笑顔があふれたイモ掘り体験

そ
の
他
に
も
町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠

点
で
あ
る
公
民
館
や
月
の
沙
漠
記
念
館
・

ら
く
だ
像
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
ア
ン
ケ
ー
ト
や
参
加
者
の
声
か
ら
御

宿
に
興
味
を
持
つ
方
が
必
要
と
し
て
い
る

情
報
を
精
査
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
意
見
か
ら
今
年
度
行
う

「
体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、
病
院
の
情
報
や

商
業
地
な
ど
の
生
活
基
盤
情
報
、
不
動
産

等
の
情
報
な
ど
、
生
活
を
す
る
上
で
よ
り

具
体
的
で
魅
力
的
な
御
宿
の
情
報
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
者
の
声
の
中
で
「
既
に
移
住
し
て
い

る
方
と
の
話
を
す
る
機
会
が
ほ
し
い
。」

と
い
う
意
見
を
ヒ
ン
ト
に
、
既
に
移
住
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
、『
ツ
ア
ー

同
行
者
』
の
参
加
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
に
基
づ
い
た
貴
重
な
話
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
活
用

し
た
広
報
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
と
し
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
様
々
な
情
報
の
提
供
や
リ
ア
ル

活
力
あ
ふ
れ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

御
宿
町
が
『
魅
力
あ
る
町
』
へ
と
な
る

よ
う
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
各
課
様
々

な
事
業
を
実
施
し
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
住
民
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
一
つ
ひ
と
つ
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
町
の
制
度
を
上
手
に
活

用
頂
き
、
地
域
の
活
動
が
充
実
す
る
こ
と

を
町
で
は
推
進
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

体
験
ツ
ア
ー
参
加
者
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
協
力
頂
き
、
24
年
度
以
降
に
実
施

す
る
定
住
化
施
策
へ
の
課
題
を
精
査
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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町のがんばる人
～その一歩が大きな力に～

ここでは、町で様々な活動を行い、地域が元気になるように活動している団体や、個人等を紹介し
ていきます。
今回は、町や関係機関に登録のあるボランティア団体のうち３団体を紹介します。
今後も定期的に掲載をする予定です。
町が元気になるような活動を行っている“がんばる人”の情報などありましたら広報係までお寄せ

ください。

【活動内容】
　　高齢者の介護予防やひきこもり防止等健康維持を目的に、歌や時事解説、

身体を動かす軽い体操、ゲームや芸能鑑賞など、毎日を楽しく過ごす事を目
標に活動しています。
○ボランティア登録人数：１８名　　ほっとサロン参加登録：５８名
【代表者：石井一惠さん】
　　「自分も一緒に楽しみながら、この活動を行っています。利用者の方に街中

で会って『次回を楽しみにしています。』などと声をかけていただくと、とて
もうれしく感じ、それがお金では変えられない生きがいとなっています。」
○問い合わせ：町社会福祉協議会　℡ 68－ 6725

【活動内容】
　　森を守り豊かにし、将来的には河川を始め海洋環境の維持向上に向けてス

タートしたボランティアグループ。
　　町所有の山林（六軒町天の守地先）の雑木を伐採し、どんぐりの苗木の植栽、

維持管理に努めています。
　　町が呼びかけスタートした２団体目のボランティアグループです。
○問い合わせ：町企画財政課　℡ 68－ 2512　登録人数：１５名
【参加者の声】
　　毎回楽しく参加しています。１回の作業時間がコンパクトで疲れを感じさ

せません。このコンパクトさが次回への参加意欲とやる気に繋がります。
　　皆さんとおしゃべりしながら汗をかくのがとても気持ちいいです。

【活動内容】
　　町づくり推進委員会から誕生したワーキングループのひとつで、町への登

録ボランティア第１号。
　「町内に桜の名所づくりを」という目標に日々活動しています。
　　平成２２年度から活動を開始し、町内の植栽候補地へ苗木の植栽、水やり、

草かり等の維持管理に努めています。
　　町内を二つのエリア（海側・山側）に分け、２つのグループで活動を行っています。
○問い合わせ：町企画財政課　℡ 68－ 2512　登録人数：２８名

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ど
ん
ぐ
り
植
栽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

桜
植
栽

　

ワ
ー
キ
ン
グ

 　

グ
ル
ー
プ
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永久に響け
子どもたちの歌声

火災等で階段が使えなくなった事を想定し、２階からの垂直式救助袋を利
用した避難の練習が５月８日に御宿児童館で実施されました。

有事の際、子どもたちが利用できない事のないようにと練習の機会を設け
たもので、当日は１８名の子どもたちが垂直式降下袋を体験しました。

垂直式降下袋は、内部がらせん状になっ
ており、安全に降下できる設計ですが、外
からの見た目は垂直に降下する様に見える
ため、子どもたちは始め怖がっていました
が、先生方の ｢大丈夫だよ｣ という声や先
に体験した子どもたちの ｢怖くないよ｣ と
いった声に励まされ、それぞれ１回ずつ練
習が行えました。

町では、防災設備等が有事の際に上手に
活用できる様、防災訓練や器具の点検等を
継続的に実施します。

初めての体験！ 垂直式救助袋

御宿児童合唱団の「おさらい会」が４月８日に町公
民館大ホールで開催され、この日のために、１６名が
真木先生の指導のもと一生懸命練習してきた演目を披
露しました。

このおさらい会には、フルート奏者の須
す ど う え い じ

藤英二さんに加え苔
たいざんはしゃくはちがっかい

山派尺八楽会の皆さん、フラダンスの
Ｈ
ハ ラ ウ

ａｌａｕ　Ｏ
オ

　Ｋ
カ

ａ　Ｕ
ウ ア

ａ　Ｍ
マ カ ノ エ

ａｋａｎｏｅの皆さんも特別出演されました。
今回は、合唱・独唱、世界の子どもの歌、ダンスが披露され、会場に訪れた方からは多くの拍手や

歓声があふれ、｢一人ひとりが主役となり輝いていた｣、｢感動し涙が出ました｣ など、たくさんの温か
い言葉を頂きました。

永
と わ

久に響け
子どもたちの歌声

～第 17 期御宿児童合唱団　おさらい会～

布施小学校５年生により「布施っ子田んぼ」への田
植えが５月１０日に行われました。

地域の方々に支えられ昨年から作付けを行っている
｢布施っ子田んぼ｣。

今年の秋の収穫に向けて気合十分。子どもたちは足
を取られながらも、腰を曲げてひとつひとつ丁寧に田
植えを行いました。素足での水田とのコミュニケーシ
ョンを楽しんでいるようでした。

自分で植えて、自分で刈り取る
～布施小学校稲作体験・田植え～
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消防団員新役員
消防団員の役員改選が行われ、４月から新たな体制でスタートしました。
小川団長を中心に団員が一致団結し、「住民の生命、身体、財産」を守るため、安全で安心に暮らせ

るまちづくりの推進に努めてまいります。

◇消防団役員

町
消
防
団
に
よ
る
統
一
訓
練
が
４
月
22

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
団
体
行
動
を
と
る
上
で

の
基
本
動
作
の
再
確
認
と
団
結
力
の
向
上

を
目
指
す
と
と
も
に
、
団
員
各
自
の
規
律

心
を
高
め
、
心
身
を
鍛
え
、
厳
正
な
態
度

を
身
に
着
け
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

訓
練
当
日
は
広
域
消
防
御
宿
分
署
員
の

方
を
指
導
員
と
し
て
、
規
律
訓
練
や
、
整

列
、
敬
礼
等
の
基
本
動
作
及
び
操
法
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
支
部
消
防
操
法
大
会

出
場
分
団
に
よ
る
特
別
訓
練
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
小
学

校
・
保
育
所
合
同
で
５
月
９
日
に
行
い
、

小
学
生
が
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
の
手
を

引
い
て
御
宿
中
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
様
々
な
災
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

園
児
・
児
童
は
先
生
の
誘
導
で
混
乱
も
な

く
円
滑
な
避
難
行
動
が
取
れ
ま
し
た
。

合
同
避
難
訓
練
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

２
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
学
校
ま

で
の
避
難
時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
継
続
的
に
避
難
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
意
識
の
向
上
と
有

事
の
際
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

消防団統一訓練

合
同
防
災
訓
練

職　名 氏　名
団　　長 小川　　征
副 団 長 神定　善男
副 団 長 竹永　　賢
本 部 長 井上　和美
警戒部長 井上　峰男
訓練部長 石井　博之
指導部長 斎藤　博久
指導部長 高梨　康弘
指導部長 君塚桂一郎
指導部長 神定　浩壽
指導部長 藤江　正巳

団本部 分団長
分団名 氏　名 分団詰所電話

第１分団 立野　暁広
68-5306（高山田）

68-3859（久　保）

第２分団 花崎　雅彦
68-2373（新　町）

68-5974（六軒町）

第４分団 神定　一夫 68-4471（須　賀）

第７分団 小川　雅豊 68-4817（岩和田）

第８分団 新井　　進
68-3766（上布施）

68-6029（実　谷）
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平
成
23
年
度

御
宿
町
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度
は
、行
政
に
対
し
て
住
民
等
か
ら
の
公
開
請
求
に

応
じ
て
、原
則
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は
、　

７
件

の
請
求
が
あ
り
、３
件
を
公
開
し
、３
件
を
部
分
公
開
、１
件
を
非
公

開
と
し
ま
し
た
。

（1）請求（申出）の状況

請　求 申　出 合　計

５人 ７件 － － ５人 ７件

（2）請求（申出）者別内訳

区　分 請求者等の区分 件　数

請　求

町内に住所を有する者 ４

町内に事務所を有する個人・法人・団体

町内に存する事務所等に勤務する者

町内に存する学校に在学する者

利害関係人 １

申　出
請求権者以外

平成 12年 3月 31日以前の情報

合　　　計 ５

（3）請求・申出処理状況

区分
処　　理　　状　　況 合計

（件）公開 部分公開 非公開 取下げ 不存在等

請求 ３ ３ １ － － ７

申出 － － － － － －

合計 ３ ３ １ － － ７

（4）実施機関別内訳
実施機関 請　求 申　出 合　計

町　

長

企画財政課 ３ － ３
保健福祉課 １ － １
建設環境課 １ － １

小　計 5 － 5
教育委員会 ２ － ２

合　計 ７ － ７

※請求　請求権者からのもの（条例第５条）
※申出　請求権者以外及び平成１２年３月３１日以前の情報

個人情報保護制度における開示等請求状況
町で取り扱っている個人情報について、自己の情報の確認や、事実の誤りに対して訂正を求める

ことができるよう、開示や訂正等の請求ができます。
平成２３年度における御宿町個人情報保護制度の開示、訂正等の請求はありませんでした。

Vol,01

【
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
を
導
入
】

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
簡
易

無
線
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
無
線
機
は
、

災
害
時
の
行
政
と
地
域（
避
難
所
等
）
と
の

通
信
手
段
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

▲小型でクリアな情報伝達が可
能な簡易デジタル無線機

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災

【
防
災
行
政
無
線
子
局
試
聴
テ
ス
ト
】

　

５
月
10
日
に
御
宿
台
区
で
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
の
試
聴
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
は
災
害
発
生
時
に
町
民
に
い

ち
早
く
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

町
で
は
今
後
も
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
等
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

《
次
回
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
は
》

　

６
月
３
日
に
高
山
田
区
を
中
心
に
実
施
す

る
土
砂
災
害
全
国
統
一
防
災
訓
練
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
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◆対象となる負傷は
○医師や柔道整復師の診断又は判断により、急性又は亜急性の外傷性の骨折・脱臼・打撲及びねんざで、
内科的原因による疾患でないもの。

≪健康保険を使えるのはどんなとき≫
○医師や柔道整復師に、骨折・脱臼・打撲及びねんざ（肉ばなれを含む。）と診断又は判断され、施術を
うけたとき。（骨折及び脱臼については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得る
ことが必要です。）
○骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原因が明らかなとき。　

【主な負傷例】
　・日常生活やスポーツ中に膝を打ったり、足首をひねったりして急に痛みがでたとき。

【医師や柔道整復師の診断又は判断等により、健康保険等の対象にならない者の例】
　・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労。
　・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術。
　・病院や診療所等で同じ負傷等の治療中のもの。
　・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷。

【治療をうけるときの注意点】
○健康保険は治療を目的としたものであり、健康保険の対象とならない場合もありますので、負傷の
原因を正確に伝えましょう。
○療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自ら保険者へ請求し支給をうける「償還払い」が原
則です。

　※柔道整復については例外的な扱いとして「受領委任」という方法が認められていますので、多くの接骨院等の窓口
では、病院・診療所と同じように自己負担のみ支払うことで施術をうけることができます。

　　受領委任払とは、患者が自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保険者に
請求することです。施術を受けたときは、柔道整復施術療養費支給申請書の受取代理人欄に患者の自筆による記
入が必要です。

○施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられるので医師の診察を受けましょう。
○発行された領収書は、医療費控除の際必要になりますので、大切に保管しましょう。
【問い合わせ】保健福祉課保健事業班　℡ 68－ 6717

柔道整復師の施術を受けられる方へ



く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

生い
の
ち命
の
に
ぎ
わ
い

　
　

調
査
団
員
募
集

設
置
は
お
済
で
す
か
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
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千
葉
県
自
然
保
護
課
で
は
、

身
近
な
自
然
の
中
で
生
き
物
を

観
察
・
調
査
し
、
発
見
情
報
を

報
告
し
て
も
ら
う
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
、
県
内

の
自
然
を
守
る
た
め
の
資
料
と

し
て
役
立
て
ま
す
。

【
対　
象
】

小
学
生
以
上

【
申
込
方
法
】

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
送
付

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込・
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
２
６
０
‐
０
８
５
２

　

青
葉
町
９
９
５
‐
２

　

県
自
然
保
護
課

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
３（
２
６
５
）３
６
０
１

FAX
０
４
３（
２
６
５
）３
６
１
５

近
年
、
全
国
的
に
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
が
増
え
て
い
る
事

か
ら
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す

べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

火
災
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
く
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
起

こ
り
う
る
事
で
す
。

万
が
一
の
時
で
も
、
火
災
警

報
器
が
あ
れ
ば
、
い
ち
早
く
火

災
を
知
ら
せ
て
く
れ
、
速
や
か

な
避
難
や
初
期
消
火
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
早
期
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

夷
隅
郡
市
消
防
本
部　

予
防
課

℡
０
４
７
０（
８
０
）０
１
３
２

若
い
芽
の
α
コ
ン
サ
ー
ト

　

千
葉
県
出
身
ま
た
は
在
住
し

て
い
る
将
来
有
望
な
若
い
演
奏

家
を
迎
え
、
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉

と
共
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

今
回
は
ピ
ア
ノ
、
オ
ー
ボ
エ
、

チ
ェ
ロ
の
新
進
演
奏
家
が
登
場

し
ま
す
。

【
日　
時
】

　

６
月
24
日（
日
）

　

14
時
～
16
時
30
分

【
会　
場
】

　

千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
定　
員
】

　

１
７
９
０
人

　
（
申
込
多
数
抽
選
）

【
申
込
方
法
】

　

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
希
望
人
数（
１
通
に
つ
き
５

人
ま
で
）、
返
信
用
あ
て
先
を

書
い
て
郵
送

【
締
め
切
り
】

　

６
月
８
日（
金
）
必
着

【
申
込・
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
２
６
０
‐
８
６
６
１

千
葉
県
文
化
振
興
財
団

「
若
い
芽
の
α
コ
ン
サ
ー
ト
係
」

℡
０
４
３（
２
２
２
）０
０
７
７



編 集 記後
ほっとサロンの活動にお邪魔させてもらいました。

皆さん元気に楽しく活動されていて、私も元気をた
くさん分けてもらいました。

人々の元気がまちの活力だなと改めて感じさせら
れました。

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,004人（－47）男 3,817人  女  4,187人
　世帯数 3,606  （平成24年4月30日）
※住民基本台帳人口数

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 38（平成24年4月中）
　御宿分署　☎80－0136

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 7　死者数 0　負傷者数 9
　（平成24年1月1日～5月1日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 157人（平成24年4月中）

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量569,000㎥　有効貯水率 98.3%
　（平成24年5月1日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性セシウム　
　平成24年5月9日　採水の検査結果「不検出」
　※4月以降放射性ヨウ素については半減期が短く周辺環境におい

て検出されないことから4月以降対象外となりました

慶弔（ 4月届出 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 0　死亡 7
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春は
る
ふ
か深
し
暮く

れ
な
づ
む
ま
で
子こ

ら
の
声こ
え	

桜
谷　

敬
蔵

桜さ
く
ら
ち散
る
川か
わ

の
流な
が

れ
を
埋う

め
つ
く
し	

松
村　
　

全

お
座ざ
し
き敷
を
は
み
だ
し
泳お
よ

ぐ
鯉こ
い
の
ぼ
り	

大
曽
根
利
枝

薄う
す
ぐ
も雲
の
坂さ
か
み
ち道
に
見み

る
八や
え
ざ
く
ら

重
桜	

堺　
　

陸
子

雨あ
め
に
散ち

る
花は
な

の
ひ
と
ひ
ら
傘か
さ

に
浮う

く	
澤
崎　

幸
子

風か
ぜ
ひ
か
る
里さ
と

も
電で
ん
し
ゃ車
も
花は
な
な菜
い
ろ	

金
子　

澄
子

俳
句
愛
好
会【
お
ん
じ
ゅ
く
俳
壇
】　

今
月
の
兼
題
【
春は
る

深ふ
か

し
】

風か
ぜ

光ひ
か

る
踊お
ど

る
子こ

の
肩か
た

透す

け
る
髪か
み	

本
吉　
　

愛

春は
る

の
海う
み

漁ぎ
ょ
せ
ん船
の
姿
す
が
た
ゆ
う
ゆ
う
と	

菊
池　

武
夫

赤あ
か
ご子
抱だ

き
空そ
ら

を
み
や
れ
ば
春は
る
ふ
か深
し	

本
吉
美
絵
子	

花は
な

便だ
よ

り
思お
も

ひ
出だ

す
顔か
お

み
な
乙お
と
め女	

小
野　
　

子

初は
つ
は
な花
や
季き
せ
つ節
は
め
ぐ
る
糸い
と

ぐ
る
ま	

岡
本　

俊
康

白は
く
ち
ょ
う
鳥
の
帰か
え

り
し
沼ぬ
ま

の
広ひ
ろ

さ
か
な	

鶴
岡
と
く
路

◎
風
光
る
＝
春
の
季
語
で
す　

◎
花
＝
桜
を
意
味
し
ま
す

◎
島
帰
る
＝
同
じ
く
春
の
季
語
で
す
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タウンカレンダー

(保健）⇒町保健センター　　（公民）⇒町公民館　　　（御児）⇒御宿児童館

日 月 火 水 木 金 土

○特定健診
　13:00～14:30

（保健）
○住民懇談会
　１9:0０～
（岩和田青年館）

　　○特定健診
　　　13:00～14:30

（保健）
○住民懇談会
　10:00～（公民）
　13:30～
（上布施消防団詰所）

○特定健診
　13:00～14:30

（保健）

○土砂災害防災訓練
（高山田地区等）

○乳児相談
　13:30～15:00

（保健）

○特定健診
　13:00～14:30

（保健）

○特定健診
　13:00～14:30

（保健）

○特定健診
　13:00～14:30

（保健）

千葉県民の日

○献血
　町内３ヶ所

○子育て相談
　10:0０～11:30

（御児）

○月の沙漠記念館
　町民無料の日
○サンデーオープン
　9:00～12:00

（役場）
○町民清掃

○第44回夷隅支部
　操法大会

（大多喜町）

○乳がん検診
　9:00～15:00

（保健）

○乳がん検診
　9:00～15:00

（保健）

○乳がん検診
　マンモのみ
　9:00～15:00

　（保健）

○乳がん検診
　マンモのみ
　9:00～11:30

（保健）

6月　水無月
指定ごみ袋制導入まであと 4カ月！！
１０月１日から指定ごみ袋制が始まります。
ご協力をお願いします。
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千葉県税の町会計室窓口での納付にご協力ください
千葉県税を役場会計室で納付いただくと、税額の２％が取り扱い手数料として町へ交付され
ます。自動車税や不動産取得税の役場会計室での納付にご協力ください。
平成２３年度は、約４３万円の県税取扱手数料が町の収入となりました。
ご協力ありがとうございました。

【町会計室で納付できる千葉県税】
自動車税　　不動産取得税　　法人県民税　　法人事業税　　個人事業税　　
【お問合せ先】　会計室　℡６８－６６９１

2012.5


